
 

は じ め に

近年 通学中の児童生徒の列に自動車が衝突し 歩行者が被害に遭われるなどの痛ま

しい事故が各地で発生しており 全国的に通学路への安全対策が急務となっております。

私は市長就任より 当市の歩道整備の現状に大きな懸念を抱いており つくばみらい市

の将来を担う子どもたちがこのような痛ましい事故に巻き込まれないためにも 安全な歩行

空間の整備が必要であるとの考えから「歩道のない道路は道路でない」事業に着手いたし

ました。

「つくばみらい市歩道整備基本計画」は 道路を利用する市民の皆様の声を反映させる

べく 学校関係の方々・地域代表の方々にワークショップ委員をお願いするなど 行政と市

民の皆様との協働により策定された計画書となっております。今後は この計画書を歩道

整備の指針として活用し 道路利用者の安全が図れる道路の整備を行なって参ります。

最後に 本計画の策定に当たりまして 地域ならではの貴重なご意見をいただきましたワ

ークショップ委員の皆様方を始め 熱意をもってご審議いただきました策定委員の皆様 並

びにご協力をいただきました多くの方々に心から感謝とお礼を申し上げます。

平成２６年３月 つくばみらい市長 片庭 正雄
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第１章
計画概要



第 章 計画概要

計画の目的

本計画は，子どもや高齢者等の立場から，歩行者が安全に移動できる道路の実現を目指し，歩

道整備を効果的に進めることを目的として策定する。なお，本計画の歩道整備とは，道路構造令

で定められる「歩道」（専ら歩行者の通行の用に供するために，縁石線又はさくその他これに類

する工作物により区画して設けられる道路の部分）の設置に加え，「路側帯のカラー舗装や拡幅」

「自動車交通の抑制」等も含めて「歩道整備」と表現した。

対象範囲

本計画の対象範囲は「茨城県つくばみらい市」全域とする。

図 本計画の対象範囲

出典：つくばみらい市都市計画マスタープラン 平成 年 月
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第２章
つくばみらい市の歩道整備の考え方



第 章 つくばみらい市の歩道整備の考え方

歩道整備の必要性

必要性の視点

本市の歩道整備状況は，駅周辺の新市街地と既成市街地の格差が大きく，市道全体の歩道整

備率（一級・二級市道合計）は約 割と低い。

節では，歩道整備が必要な箇所として，以下の要素に着目し，その状況を整理した。

＜歩道整備が必要な箇所＞

１）交通弱者の利用が多いと想定される区間

・通学ピーク時に歩行者交通量が増加すると考えられる，学校に近接する通学路

２）多様な交通が集中・交錯し交通事故の可能性のある局所的な危険区間

・死傷事故発生箇所や，小中学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

・自動車交通量の多い 級・ 級市道等

・渡河部における自動車交通が集中する区間

３）沿道利用者が多いと想定される区間

・沿道の人口が多い区間

図 市内道路の歩道整備率

国道

主要地方道

一般県道

1級市道 2級市道

つくばみらい市歩道整備状況

歩道なし

片側歩道

両側歩道

出典：【1級･2級市道】　つくばみらい市市道整備状況GIS(H24.3時点)

　　　　【国道･主要地方道･一般県道】　H22センサス
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図 市内道路網の歩道整備状況

出典：【市道】つくばみらい市市道整備状況 （ 時点）

【国道・主要地方道・一般県道】 道路交通センサス

凡例 

 

 国道･主要地方道･一般県道 

 1 級市道 

 2 級市道 

 両側歩道(幅員 0.5m 以上) 

 片側歩道(幅員 0.5m 以上) 
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図 市内道路網の歩道整備状況

出典：【市道】つくばみらい市市道整備状況 （ 時点）

【国道・主要地方道・一般県道】 道路交通センサス

凡例 

 

 国道･主要地方道･一般県道 

 1 級市道 

 2 級市道 

 両側歩道(幅員 0.5m 以上) 

 片側歩道(幅員 0.5m 以上) 

交通弱者の利用が多いと想定される区間

（１）小学校通学路

つくばみらい市内には 校の小学校が存在する。通学路は，市道を通行する箇所が多いが，

中には交通量の多い県道以上の一般道を通行しているルートもある。

図 市内の小学校と通学路

※生徒数は 現在

十和小学校

小絹小学校

豊小学校

谷原小学校

小張小学校

板橋小学校

三島小学校

谷井田小学校 東小学校

福岡小学校

小学校

学校NO. 学校名 生徒数（人）

小張小学校

豊小学校

谷井田小学校

三島小学校

東小学校

板橋小学校

小絹小学校

谷原小学校

十和小学校

福岡小学校

合計

凡例

■ 小学校

通学路

小張小学校

豊小学校

谷井田小学校

三島小学校

東小学校

板橋小学校

小絹小学校

谷原小学校

十和小学校

福岡小学校
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＜アンケート結果＞

①小学校の通学手段

小学生は，徒歩による通学を基本としている。

出典： 年度アンケート調査

図 小学校の通学手段の割合

②小学校の通学時間帯

主な通学時間帯は，登校時間が ～ （ ～ が特に多い），下校時間が

～ ： である。

出典： 年度アンケート調査

図 小学校の通学時間帯

小張小学校

豊小学校

谷井田小学校

三島小学校

東小学校

板橋小学校

小絹小学校

谷原小学校

十和小学校

福岡小学校

下校時間

学校名

登校時間
6時台 7時台 8時台 14時台 15時台 16時台

凡例

登下校の時間帯

特に多い時間帯
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＜アンケート結果＞

①小学校の通学手段

小学生は，徒歩による通学を基本としている。

出典： 年度アンケート調査

図 小学校の通学手段の割合

②小学校の通学時間帯

主な通学時間帯は，登校時間が ～ （ ～ が特に多い），下校時間が

～ ： である。

出典： 年度アンケート調査

図 小学校の通学時間帯

小張小学校

豊小学校

谷井田小学校

三島小学校

東小学校

板橋小学校

小絹小学校

谷原小学校

十和小学校

福岡小学校

下校時間

学校名

登校時間
6時台 7時台 8時台 14時台 15時台 16時台

凡例

登下校の時間帯

特に多い時間帯

（２）中学校通学路

つくばみらい市内には 校の中学校が存在する。通学路の範囲は，小学校よりも広く，

以上かけて通学している生徒もいる。

図 市内の中学校と通学路

※生徒数は 現在

凡例

中学校

通学路
伊奈中学校
伊奈東中学校
小絹中学校
谷和原中学校

伊奈中学

校

■小絹中学校

■谷和原中学校

■伊奈中学校

■伊奈東中学校

中学校

学校NO. 学校名 生徒数（人）

伊奈中学校
伊奈東中学校
小絹中学校
谷和原中学校

合計
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凡例

登下校の時間帯

特に多い時間帯

＜アンケート結果＞

①中学校の通学手段

中学生は，自転車による通学を基本としている。

出典： 年度アンケート調査

図 中学校の通学手段の割合

②中学校の通学時間帯

主な通学時間帯は，登校時間が ～ （ ～ が特に多い），下校時間が

～ ： である。

出典： 年度アンケート調査

図 小学校の通学時間帯

伊奈中学校

伊奈東中学校

小絹中学校

谷和原中学校

17時台 18時台 19時台学校名

登校時間 下校時間
6時台 7時台 8時台 16時台

■夏 下校時刻=16:00-19:30
(18:30-19:30が特に多い)

■冬 下校時刻=16:00-18:00
(17:00-18:00が特に多い)

■部活なし 下校時刻=16:30-18:00

■4月-8月 下校時刻=16:00-18:30
■9月-新人大会 下校時刻=16:00-18:15
■新人大会-10月下校時刻=16:00-17:45
■11月 下校時刻=16:00-17:15
■12月 下校時刻=16:00-17:00
■1月 下校時刻=16:00-17:15
■2月 下校時刻=16:00-17:30
■3月 下校時刻=16:00-17:45

■4月 下校時刻=16:00-18:15
■5月-8月 下校時刻=16:00-18:30
■9月 下校時刻=16:00-18:00
■10月 下校時刻=16:00-17:30
■11-1月 下校時刻=16:00-17:00
■2月 下校時刻=16:00-17:30
■3月 下校時刻=16:00-17:45

凡例

登下校の時間帯

特に多い時間帯

8



凡例

登下校の時間帯

特に多い時間帯

＜アンケート結果＞

①中学校の通学手段

中学生は，自転車による通学を基本としている。

出典： 年度アンケート調査

図 中学校の通学手段の割合

②中学校の通学時間帯

主な通学時間帯は，登校時間が ～ （ ～ が特に多い），下校時間が

～ ： である。

出典： 年度アンケート調査

図 小学校の通学時間帯

伊奈中学校

伊奈東中学校

小絹中学校

谷和原中学校

17時台 18時台 19時台学校名

登校時間 下校時間
6時台 7時台 8時台 16時台

■夏 下校時刻=16:00-19:30
(18:30-19:30が特に多い)

■冬 下校時刻=16:00-18:00
(17:00-18:00が特に多い)

■部活なし 下校時刻=16:30-18:00

■4月-8月 下校時刻=16:00-18:30
■9月-新人大会 下校時刻=16:00-18:15
■新人大会-10月下校時刻=16:00-17:45
■11月 下校時刻=16:00-17:15
■12月 下校時刻=16:00-17:00
■1月 下校時刻=16:00-17:15
■2月 下校時刻=16:00-17:30
■3月 下校時刻=16:00-17:45

■4月 下校時刻=16:00-18:15
■5月-8月 下校時刻=16:00-18:30
■9月 下校時刻=16:00-18:00
■10月 下校時刻=16:00-17:30
■11-1月 下校時刻=16:00-17:00
■2月 下校時刻=16:00-17:30
■3月 下校時刻=16:00-17:45

凡例

登下校の時間帯

特に多い時間帯

多様な交通が集中・交錯し交通事故の可能性のある局所的な危険区間

（１）死傷事故の発生箇所

市内の一般道路において ～ に発生した死傷事故の発生状況を整理した。

◆国道や県道，及び１級・２級市道といった自動車交通量の多い路線において多くの死傷

事故が発生している。【図 】

◆一般道路で発生した死傷事故（ 件）のうち， 件（約４割）が市道で発生している。

また市道で発生した死傷事故（ 件）のうち，約 割（ 件）は「歩道なし」区間で

発生している。【図 】

◆市道の「歩道なし」区間で発生した死傷事故（ 件）のうち， （ 件）は「車両相

互事故」であり，「人対車両事故」（ 件）は を占める。【図 】

◆市道の「歩道なし」区間で発生した死傷事故（ 件）のうち，約 割（ 件）は通学路

において発生している。【図 】

図 死傷事故の分布状況

凡例 

＜事故発生箇所＞ 

人体車両事故 

車両相互・車両単独事故 

＜道路種別＞ 

     国道・県道 

     １級市道 

     ２級市道 

＜歩道設置現況＞ 

    両側歩道あり 

    片側歩道あり 
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図 一般道路で発生した死傷事故（ 件）の道路種別内訳

図 市道で発生した死傷事故（ 件）の事故類型別内訳

図 市道で発生した死傷事故（ 件）の内訳（通学路上か否か）

出典：「交通事故発生マップ（いばらきデジタルまっぷ）」ホームページ

（ ～ に発生した死傷事故）

41
63

17
2

1

20

7

10

20

76

5
0

20

40

60

80

100

120

国道 県道 市道 農道

その他

事
故
件
数
（
H

23
.1

2～
H

25
.5
）

道路種別

歩道なし

片側歩道あり

両側歩道あり

16
6

68

1

1

1

7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

両側歩道あり 片側歩道あり 歩道なし

事
故
件
数
（
H

23
.1

2～
H

25
.5
）

歩道の有無

人対車両

車両単独

車両相互

10 7

47

7

29

0

10

20

30

40

50

60

70

80

両側歩道あり 片側歩道あり 歩道なし

事
故
件
数
（
H

23
.1

2～
H

25
.5
）

歩道の有無

その他

通学路

10



図 一般道路で発生した死傷事故（ 件）の道路種別内訳

図 市道で発生した死傷事故（ 件）の事故類型別内訳

図 市道で発生した死傷事故（ 件）の内訳（通学路上か否か）

出典：「交通事故発生マップ（いばらきデジタルまっぷ）」ホームページ

（ ～ に発生した死傷事故）
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（２）小学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

平成 年に実施した小学校へのアンケート調査結果を基に，通学路上の危険箇所を以下のと

おり抽出した。

図 小学校通学路における危険箇所

凡例

■ 小学校

通学路

小張小学校

豊小学校

谷井田小学校

三島小学校

東小学校

板橋小学校

小絹小学校

谷原小学校

十和小学校

福岡小学校
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表 平成２４年度小学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

学校名 内容※

小張小
学校前の道路，交通量の割に狭いため，車と児童が錯綜する。

交通量が多い。

谷井田小

①

②

②

①

①

①

①

①

三島小

朝スピードを出す車が多い。

朝・夕，左折する車が多く，巻き込み事故が心配。ガードレールを設置して

ほしい。

交通量が多く，車がスピードを出して走ってくる。

板橋小

①

①

①

①

①

①

①

小絹小

①

②

①

②

谷原小
①

①

十和小

トラックの出入りあり

事故の多い交差点

二車線（交通量が多い路線）

二車線（交通量が多い路線）

交通量が多い道路

福岡小

交通量が多い。

交通量が多い。

交通量が多い。

※①は「通学時間帯に自動車の交通量が増加する（または抜け道のため速度超過の自動車が多い）通

学路であり，歩道が整備されておらず，自動車と歩行者の接触事故の懸念がある危険な区間」であ

る。

②は「通学路において，歩道上に自転車が多く走行しており，自転車と歩行者の錯綜が認められる

危険な区間」である。

※上記の危険個所は，アンケートで回答された意見のうち「車両の交通量，抜け道利用，スピードの

出しすぎが危険」等に該当するものを抽出した。
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表 平成２４年度小学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

学校名 内容※

小張小
学校前の道路，交通量の割に狭いため，車と児童が錯綜する。

交通量が多い。

谷井田小

①

②

②

①

①

①

①

①

三島小

朝スピードを出す車が多い。

朝・夕，左折する車が多く，巻き込み事故が心配。ガードレールを設置して

ほしい。

交通量が多く，車がスピードを出して走ってくる。

板橋小

①

①

①

①

①

①

①

小絹小

①

②

①

②

谷原小
①

①

十和小

トラックの出入りあり

事故の多い交差点

二車線（交通量が多い路線）

二車線（交通量が多い路線）

交通量が多い道路

福岡小

交通量が多い。

交通量が多い。

交通量が多い。

※①は「通学時間帯に自動車の交通量が増加する（または抜け道のため速度超過の自動車が多い）通

学路であり，歩道が整備されておらず，自動車と歩行者の接触事故の懸念がある危険な区間」であ

る。

②は「通学路において，歩道上に自転車が多く走行しており，自転車と歩行者の錯綜が認められる

危険な区間」である。

※上記の危険個所は，アンケートで回答された意見のうち「車両の交通量，抜け道利用，スピードの

出しすぎが危険」等に該当するものを抽出した。

（３）中学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

平成 年に実施した中学校へのアンケート調査結果を基に，通学路上の危険箇所を以下のと

おり抽出した。

図 中学校通学路における危険箇所

凡例

中学校

通学路
伊奈中学校
伊奈東中学校
小絹中学校
谷和原中学校
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表 平成２４年度 中学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

学校名 内容

伊奈中

県道の抜け道。朝夕は交通量多い。

抜け道で朝夕は交通量多い。

朝夕は交通量が多い。

大型車が多く，大変危険。

工事用車両が通るとき，自転車が危険。

抜け道になっており，狭く危険。

県道と県道間の抜け道なので，朝夕の交通量が多い。

小絹中

①

①

過去中学生が事故を起こした

過去中学生が事故を起こした

路地からの飛び出し（①）

谷和原中

①

①

②

②

②

②

②

①

①

②

①

①

※①は「通学時間帯に自動車の交通量が増加する（または抜け道のため速度超過の自動車が多い）

通学路であり，歩道が整備されておらず，自動車と歩行者の接触事故の懸念がある危険な区間」

である。

②は「通学路において，歩道上に自転車が多く走行しており，自転車と歩行者の錯綜が認めら

れる危険な区間」である。
※上記の危険個所は，アンケートで回答された意見のうち「車両の交通量，抜け道利用，スピードの

出しすぎが危険」等に該当するものを抽出した。
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表 平成２４年度 中学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

学校名 内容

伊奈中

県道の抜け道。朝夕は交通量多い。

抜け道で朝夕は交通量多い。

朝夕は交通量が多い。

大型車が多く，大変危険。

工事用車両が通るとき，自転車が危険。

抜け道になっており，狭く危険。

県道と県道間の抜け道なので，朝夕の交通量が多い。

小絹中

①

①

過去中学生が事故を起こした

過去中学生が事故を起こした

路地からの飛び出し（①）

谷和原中

①

①

②

②

②

②

②

①

①

②

①

①

※①は「通学時間帯に自動車の交通量が増加する（または抜け道のため速度超過の自動車が多い）

通学路であり，歩道が整備されておらず，自動車と歩行者の接触事故の懸念がある危険な区間」

である。

②は「通学路において，歩道上に自転車が多く走行しており，自転車と歩行者の錯綜が認めら

れる危険な区間」である。
※上記の危険個所は，アンケートで回答された意見のうち「車両の交通量，抜け道利用，スピードの

出しすぎが危険」等に該当するものを抽出した。

（４）自動車交通量の多い１級・２級市道等における歩道未整備区間

通学時間帯（※）に実施した交通量調査の結果より，自動車交通量ピーク時の交通量（１時

間あたり）を以下に示す。表中に着色した箇所は，ピーク時自動車交通量が 台 時以上の箇

所である。（ピーク率 と想定した場合，日交通量 台 日に相当）

表 自動車ピーク時の交通量

※平成 年 月・平日の朝（ 時～ 時），夕（ 時～ 時）に実施

総数 大型 普通車 総数 学生 学生以外 総数 学生 学生以外

7：00～8：00

18：00～19：00

18：00～19：00

8：00～9：00

7：00～8：00

7：00～8：00

7：00～8：00

7：00～8：00

8：00～9：00

17：00～18：00

17：00～18：00

18：00～19：00

15：00～16：00

7：00～8：00

17：00～18：00

7：00～8：00

7：00～8：00

8：00～9：00

7：00～8：00

17：00～18：00

7：00～8：00

15：00～16：00

7：00～8：00

8：00～9：00

7：00～8：00

17：00～18：00

8：00～9：00

17：00～18：00

8：00～9：00

8：00～9：00

8：00～9：00

8：00～9：00

8：00～9：00

8：00～9：00

8：00～9：00

7：00～8：00

16：00～17：00

7：00～8：00

8：00～9：00

8：00～9：00

7：00～8：00

8：00～9：00

歩行者
ピーク時間小学校区 バイク

自転車自動車

小張小

豊小

谷井田小

三島小

東小

板橋小

小絹小

谷原小

十和小

福岡小
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※旗揚げの数字は左表の「 」と対応する。

図 交通量調査箇所

凡例 

＜道路種別＞ 

     国道・県道 

     １級市道 

     ２級市道 

＜歩道設置現況＞ 

    両側歩道あり 

    片側歩道あり 
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※旗揚げの数字は左表の「 」と対応する。

図 交通量調査箇所

凡例 

＜道路種別＞ 

     国道・県道 

     １級市道 

     ２級市道 

＜歩道設置現況＞ 

    両側歩道あり 

    片側歩道あり 

 

（５）自動車交通が集中する渡河部

渡河部のため自動車交通が集中しやすいと想定される区間を以下に示す。こうした区間に歩

道が整備されていない場合，交通事故の危険が高まる可能性がある。

図 つくばみらい市の渡河部

凡例

渡河部
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沿道利用者が多いと想定される区間

鉄道駅周辺や，一部地区（小絹・谷井田・伊奈東・小張等）では，比較的人口密度が高くな

っている。

図 つくばみらい市の人口分布

出典： 国勢調査

谷井田地区

伊奈東地区
小張地区

小絹地区

みらい平駅

守谷駅

小絹駅

みどりの駅

凡例 

メッシュ別人口  （人） 

      0  ～  100 

    100  ～  200 

    200  ～  500 

    500  ～ 1000 

   1000  ～ 

 

    鉄道 

    国道・県道 

    1 級市道 

    2 級市道 

新守谷駅
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沿道利用者が多いと想定される区間

鉄道駅周辺や，一部地区（小絹・谷井田・伊奈東・小張等）では，比較的人口密度が高くな

っている。

図 つくばみらい市の人口分布

出典： 国勢調査

谷井田地区

伊奈東地区
小張地区

小絹地区

みらい平駅

守谷駅

小絹駅

みどりの駅

凡例 

メッシュ別人口  （人） 

      0  ～  100 

    100  ～  200 

    200  ～  500 

    500  ～ 1000 

   1000  ～ 

 

    鉄道 

    国道・県道 

    1 級市道 

    2 級市道 

新守谷駅

整備優先度の考え方

評価の考え方

本計画を検討する際の目安として， 節の「歩道整備が必要な箇所」の状況に基づき，歩道

の整備優先度を評価することとした。

表 歩道整備が必要な箇所（再掲）※

◆交通弱者の利用が多いと想定される区間
・通学ピーク時に歩行者交通量が増加すると考えられ
る，学校に近接する通学路

◆多様な交通が集中・交錯し交通事故の可能性

のある局所的な危険区間

・死傷事故発生箇所や，小学校アンケートから抽出した
通学路の危険箇所

・自動車交通量の多い１級・２級市道等
・渡河部における自動車交通が集中する区間

◆沿道利用者が多いと想定される区間 ・沿道の人口が多い区間
※複数の要素に該当する区間は整備の優先度がより高いものと判断した。

整備優先度の評価

（１）整備優先度の評価手法

歩道の整備優先度は，下式に基づき，評価単位最小区間ごとに点数化することで評価した。

表 評点の基準 
加点方法 参考データ

①歩道の有無
歩道なし
片側歩道あり
両側歩道あり

つくばみらい市道路台帳
※

②交通弱者の利用
が多いと想定さ
れる区間
（A×B）

小学校までの直
線距離

～
～
～

～
図上計測

就学児童数
人～
～ 人

～ 人
通学路アンケート（小学校）
※ （図 ）

③多様な交通が集
中・交錯し交通
事故の可能性の
ある局所的な危
険区間
（ ＋ ＋ ＋ ）

死傷事故発生箇
所

該当
非該当

交通事故発生マップ ※
（いばらきデジタルまっぷ）

通学路における
危険箇所

該当
非該当

小中学校 通学路アンケート
（ つくばみらい市内）
※

自動車交通量の
多い１級・２級
市道等

該当
非該当

交通量調査 ※ ～
ピーク時 台 以上

つくばみらい市内

渡河部，踏切部
該当
非該当 ※

④沿道利用者が多いと想定される区間
人～

～ 人
～ 人

国勢調査 ※

（整備優先度の点数） ＝ ① ×（ ②＋③＋④ ）

19



（２）整備優先度の評価結果

表 の評価手法により，整備優先度の高さを区間別に示す。

 

図 整備優先度の評価結果

凡例

整備優先度 ～

整備優先度 ～

整備優先度 ～

整備優先度 ～

上図に示す整備優先度は，市が計画素案を策定する際の判断材料として用いた。
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（２）整備優先度の評価結果

表 の評価手法により，整備優先度の高さを区間別に示す。

 

図 整備優先度の評価結果

凡例

整備優先度 ～

整備優先度 ～

整備優先度 ～

整備優先度 ～

上図に示す整備優先度は，市が計画素案を策定する際の判断材料として用いた。

整備方針

整備方針の分類

つくばみらい市市道の歩道の整備方針として，区間別に「歩道設置」「注意喚起」のいずれ

かに分けて分類整理した。

歩道設置
【歩道に必要な幅員】
・有効幅員 以上
※歩行者の交通量が多い場合は，
有効幅員 以上

注意喚起

◯ソフト分離
・路側帯の「カラー舗装」や「拡幅」
により，歩行者の安全性を高める。

※道路交通法による路側帯の幅員は 以上
（道路又は交通状況によりやむを得ないとき
は 以上）

◯自動車交通の抑制
・狭さく（道路幅員を狭める）等によ
る速度抑制

・路面標示による注意喚起

※上表に示す幅員構成は一例であり，現地状況によって実際の幅員構成は異なる。

整備方針の設定

（１）望ましい幅員構成の選定フロー

つくばみらい市市道の基礎情報（歩道有無・幅員構成・交通量等）から，上記２種類の整備

方針を区間別に選定した。

図 整備方針の選定フロー
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（２）設定結果

図 の選定により，つくばみらい市市道の歩道の整備方針を以下のとおり設定した。

図 整備方針

凡例 

 歩道設置 

 注意喚起（ソフト分離） 

 注意喚起（自動車交通の抑制） 

 歩道あり 

 都市計画道路 

上図に示す整備方針は，市が計画（素案）を策定する際の判断材料として用いたものであ
り，最終的な計画（案）とは異なる。
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第３章
歩道整備基本計画



（２）設定結果

図 の選定により，つくばみらい市市道の歩道の整備方針を以下のとおり設定した。

図 整備方針

凡例 

 歩道設置 

 注意喚起（ソフト分離） 

 注意喚起（自動車交通の抑制） 

 歩道あり 

 都市計画道路 

上図に示す整備方針は，市が計画（素案）を策定する際の判断材料として用いたものであ
り，最終的な計画（案）とは異なる。

第 章 歩道整備基本計画

計画検討の流れ

歩道整備基本計画の検討にあたって，まず市が前章の整備優先度や整備方針を踏まえて

『計画（素案）』を作成した。これを基に，市内小中学校毎の代表者がワークショップ形

式で意見交換し，市民目線を取り入れた『ワークショップ案』として修正した。

この『ワークショップ案』を受け，市の事業投資余力等を考慮した整備時期の調整や，

実現性を考慮した対策の代替案検討を行い『歩道整備基本計画 案 』としてとりまとめた。

その後，パブリックコメントを経て，策定委員会で『歩道整備基本計画 最終案 』とし

てとりまとめた。

図 計画検討の流れ

＜つくばみらい市歩道整備基本計画の検討経緯＞
検討内容 開催概要

第１回策定委員会
・事務局から歩道整備基本計画（素案）※を提示し議論

※自動車交通量，通学路の指定状況，小中学校から抽出した
通学路の危険箇所等による「整備優先度」と，現地状況を
踏まえた「実現性」を考慮して作成。

第１回
ワークショップ ・歩道整備基本計画（素案）の対策（案）について意見交換 ～

（参加者 名）
第２回

ワークショップ ・第１回 をふまえ，まちあるきを実施し現地の状況を確認 ～
（参加者 名）

第３回
ワークショップ

・整備優先度について意見交換し，歩道整備基本計画（
案）を作成

～
（参加者 名）

第２回策定委員会 ・歩道整備基本計画（案）について審議，承認

第３回策定委員会 ・パブリックコメントの結果を報告
・歩道整備基本計画 最終案 について審議，承認
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対策メニュー

節に示した検討経緯により，本計画の対策メニューを以下のとおりとした。

歩道整備計画の対策メニュー（道路を拡幅する等して歩車分離）

対策名 対策の概要 幅員構成，事例

歩道
設置

・縁石，段差などで物理
的に車道と分離された
歩道を整備

・既存幅員で歩道が確保
できない場合は，沿道
の用地買収のほか，水
路部に蓋かけする等の
空間の有効利用を図る

【歩道に必要な幅員】

・有効幅員 以上

※歩行者の交通量が多い場合は，有効幅員 以上

※歩道の幅等は現地状況により検討する事とする。

歩道整備計画の対策メニュー（ソフト分離）

対策名 対策の概要 幅員構成，事例

カラー
舗装

 現在，歩行空間として使
用している路側帯をカラ
ー舗装

 自動車の運転者に対し，
路側帯が歩行空間である
ことを認識させて，安全
性の向上を図る

（長野県飯田市）

幅 員
再配分

 道路幅員を再配分し，歩
行空間として使用できる
路側帯を創出する

 既存幅員で路側帯が確保
できない場合は，沿道の
用地買収のほか，水路部
に蓋かけする等の空間の
有効利用を図る

 カラー舗装と組み合わせ
て，さらなる安全性の向
上を図る事も可能

※路側帯の幅等は現地状況により
検討する事とする。

※一方通行の車道部幅員：駐停車
追い越しのため 以上を確
保。

（各側が路側帯の場合， ま
では上記の車道部に含めない）

車道車道車道車道車道車道

車道

車道

幅広路肩

車道

路側帯

■対面通行の場合 ■一方通行の場合

■一方通行の場合

■再配分のイメージ 種 級の場合
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対策メニュー

節に示した検討経緯により，本計画の対策メニューを以下のとおりとした。

歩道整備計画の対策メニュー（道路を拡幅する等して歩車分離）

対策名 対策の概要 幅員構成，事例

歩道
設置

・縁石，段差などで物理
的に車道と分離された
歩道を整備

・既存幅員で歩道が確保
できない場合は，沿道
の用地買収のほか，水
路部に蓋かけする等の
空間の有効利用を図る

【歩道に必要な幅員】

・有効幅員 以上

※歩行者の交通量が多い場合は，有効幅員 以上

※歩道の幅等は現地状況により検討する事とする。

歩道整備計画の対策メニュー（ソフト分離）

対策名 対策の概要 幅員構成，事例

カラー
舗装

 現在，歩行空間として使
用している路側帯をカラ
ー舗装

 自動車の運転者に対し，
路側帯が歩行空間である
ことを認識させて，安全
性の向上を図る

（長野県飯田市）

幅 員
再配分

 道路幅員を再配分し，歩
行空間として使用できる
路側帯を創出する

 既存幅員で路側帯が確保
できない場合は，沿道の
用地買収のほか，水路部
に蓋かけする等の空間の
有効利用を図る

 カラー舗装と組み合わせ
て，さらなる安全性の向
上を図る事も可能

※路側帯の幅等は現地状況により
検討する事とする。

※一方通行の車道部幅員：駐停車
追い越しのため 以上を確
保。

（各側が路側帯の場合， ま
では上記の車道部に含めない）

車道車道車道車道車道車道

車道

車道

幅広路肩

車道

路側帯

■対面通行の場合 ■一方通行の場合

■一方通行の場合

■再配分のイメージ 種 級の場合

歩道整備計画の対策メニュー（自動車交通の速度や交通量を抑制）

対策名 対策の概要 幅員構成，事例

狭さく
 ポール設置等により
車道幅を狭くするこ
とで，車両の低速走
行を促す

■狭さく

（東京都文京区）

■イメージハンプ

（千葉県千葉市）

イメージ
ハンプ

 車道路面に路面表示
等を施し，車両の速
度低減を図る

路面表示

・当該区間が通学路や
スクールゾーン等で
あることを路面に表
示し，ドライバーに
注意喚起する。

■「スクールゾーン」

（

（神奈川県横浜市）

■「学童注意」

（京都府亀岡市）

歩道整備計画の対策メニュー（その他）

対策 対策の概要 事例

歩 道
だまり

・交差点において，
横断待ちの歩行者
の安全・安心を確
保する

■水路の歩道橋

（神奈川県茅ケ崎市）

水路の
歩道橋

・危険区間を回避す
る，安全な歩行ル
ートを形成する。

■歩道だまりのイメージ
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事業スケジュール

事業スケジュール

整備計画における「短・中期」は概ね１０年以内，「長期」は１０年以降を目標とし，

対策の効果をみて事業期間及び計画の見直しを行う予定であり，最終的にとりまとめた

『歩道整備基本計画（最終案）』を指針として整備を進めていく。

図 望ましい歩行環境の実現に向けた事業スケジュール

サイクルによる施策の推進

計画の推進にあたっては，具体的な施策の進捗や効果を把握するため，「アウトプット

指標」と「アウトカム指標」を設定して，計画の評価・見直しを行いながら進めていくこ

ととする。

図 サイクル概念図

歩道整備基本計画の策定・改定

実施した施策の評価
・アウトプット指標 （整備実績）
・アウトカム指標 （市民や歩行者の実感）

歩道整備施策の実施歩道整備施策の見直し

子供や高齢者などの
視点から、

歩行者が安全に
移動できる
道路を実現
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事業スケジュール

事業スケジュール

整備計画における「短・中期」は概ね１０年以内，「長期」は１０年以降を目標とし，

対策の効果をみて事業期間及び計画の見直しを行う予定であり，最終的にとりまとめた

『歩道整備基本計画（最終案）』を指針として整備を進めていく。

図 望ましい歩行環境の実現に向けた事業スケジュール

サイクルによる施策の推進

計画の推進にあたっては，具体的な施策の進捗や効果を把握するため，「アウトプット

指標」と「アウトカム指標」を設定して，計画の評価・見直しを行いながら進めていくこ

ととする。

図 サイクル概念図

歩道整備基本計画の策定・改定

実施した施策の評価
・アウトプット指標 （整備実績）
・アウトカム指標 （市民や歩行者の実感）

歩道整備施策の実施歩道整備施策の見直し

子供や高齢者などの
視点から、

歩行者が安全に
移動できる
道路を実現

実施した施策の評価（ サイクル）

歩道整備基本計画に基づいて段階的に施策を実施したのち，施策の効果を検証するため，

整備目的に合わせた評価指標を設定して，検証を行う。

表 施策の評価方法（例示）

評価指標 評価方法 評価時期

対象とする対策

歩道

整備

※１

注意喚起

※２

アウトプット

指標

（整備実績）

整備率

延長 箇所

数

■当該年度の計画延長（計画箇所

数）に対して，実際の整備延長

（整備箇所数）を評価

・毎年

○ ○

アウトカム

指標

自動車の

交通量削減

■自動車交通量の抑制を目的とし

た整備を実施した路線におい

て，対策前後の自動車交通量の

変化を観測・分析

・整備実施前

・整備実施後

（半年以内）
－

ゾーン

狭さく

自動車の

速度低下

■速度抑制を目的とした整備を実

施した路線において，対策前後

の自動車走行速度の変化を観

測・分析

※スピードガンやモバイルトラカ

ン等を使用

・整備実施前

・整備実施後

（半年以内）
－

ゾーン

イメージハンプ

狭さく

自動車と

歩行者の

錯綜解消

■ソフト分離を実施した路線にお

いて，定点カメラで自動車と歩

行者の通行位置を観測し，錯綜

状況の変化を把握

・整備実施前

・整備実施後

（半年以内）
○

カラー舗装

幅員再配分

交通事故の

削減

■小学校区ごとに整備前後 年間

の交通事故件数を比較し，安全

性の向上効果を把握

・整備実施前

・整備実施後

（実施 年後

に評価）

○ 全路線

安全性への

満足度

（市民や歩

行者が実感

する効果）

■通学児童等の歩行者（道路ユー

ザ）に対するアンケート調査か

ら満足度や整備前後の印象の変

化を把握

（対象として整備路線を利用する

通学児童や沿道住民を想定）

■沿道のドライバー（道路ユー

ザ）に対するアンケート調査か

ら，整備前後の印象の変化を把

握

（対象として，整備路線の沿線住

民を想定）

・整備実施後

（半年以内）

○ 全路線

※整備前後で比較評価を行う場合，曜日や天候，時間帯などの諸条件をそろえて実施する
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歩道整備施策の見直し（ ） ～ 年ごとの見直し

効果検証を行った結果，十分な効果が得られない場合や，別の問題が発生した場合は，

その要因を分析した上で，適切な改善策を検討・実施することとする。

表 改善策の検討例

想定される

ケース

対象となる

対策
要因（例示） 改善策（例示）

歩
道
設
置
（
※
１
）

十分な効果

が得られな

い場合

・歩道整備

・再配分

①歩道空間の有効幅員が狭く，ピーク時

に歩行者が車道にはみ出して通行して

いる

（現地観察，アンケート調査の結果）

・歩道空間の拡幅

・教育・指導の強化

・カラー舗装

②自動車が路肩カラー舗装部分に駐停車

し，歩行者の通行を阻害している

（現地観察，アンケート調査の結果）

・取り締まり，指導の強化

・ガードレールや縁石によ

る物理的な歩車分離

・歩道整備

③歩道の段差が多く，高齢者や車いすが

通行しにくい

（アンケート調査の結果）

・歩道部分の段差解消

注
意
喚
起
（
※
２
）

十分な効果

が得られな

い場合

・ゾーン

①依然として，自動車交通量が減少して

いない

（交通量調査の結果）

・交通指導員による誘導

・発光鋲設置等の安全対策

強化

・抜け道の原因となる本線

の渋滞対策（信号現示の

調整等）

・狭さく

・イメージ

ハンプ

②依然として，生活道路を走行する自動

車のスピードが低下しない

（速度調査の結果）

（同上）

別の問題が

発生した場

合

・狭さく

③狭さく設置により，沿線住民の自動車

交通や歩行者の通行が著しく不便にな

った

（アンケート調査の結果）

・問題原因の除去

（他対策導入の検討）

全
般

十分な効果

が得られな

い場合

・全対策
①利用者（自動車・歩行者等）が交通ル

ールやマナーを遵守していない

・教育・指導の強化

・広報活動

（ソフト的な改善策）

※１ 歩道設置には，「ソフト分離」（カラー舗装や幅員再配分），「歩道だまり」を含む

※２ 注意喚起には，狭さく，イメージハンプ，路面標示を含む
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歩道整備施策の見直し（ ） ～ 年ごとの見直し

効果検証を行った結果，十分な効果が得られない場合や，別の問題が発生した場合は，

その要因を分析した上で，適切な改善策を検討・実施することとする。

表 改善策の検討例

想定される

ケース

対象となる

対策
要因（例示） 改善策（例示）

歩
道
設
置
（
※
１
）

十分な効果

が得られな

い場合

・歩道整備

・再配分

①歩道空間の有効幅員が狭く，ピーク時

に歩行者が車道にはみ出して通行して

いる

（現地観察，アンケート調査の結果）

・歩道空間の拡幅

・教育・指導の強化

・カラー舗装

②自動車が路肩カラー舗装部分に駐停車

し，歩行者の通行を阻害している

（現地観察，アンケート調査の結果）

・取り締まり，指導の強化

・ガードレールや縁石によ

る物理的な歩車分離

・歩道整備

③歩道の段差が多く，高齢者や車いすが

通行しにくい

（アンケート調査の結果）

・歩道部分の段差解消

注
意
喚
起
（
※
２
）

十分な効果

が得られな

い場合

・ゾーン

①依然として，自動車交通量が減少して

いない

（交通量調査の結果）

・交通指導員による誘導

・発光鋲設置等の安全対策

強化

・抜け道の原因となる本線

の渋滞対策（信号現示の

調整等）

・狭さく

・イメージ

ハンプ

②依然として，生活道路を走行する自動

車のスピードが低下しない

（速度調査の結果）

（同上）

別の問題が

発生した場

合

・狭さく

③狭さく設置により，沿線住民の自動車

交通や歩行者の通行が著しく不便にな

った

（アンケート調査の結果）

・問題原因の除去

（他対策導入の検討）

全
般

十分な効果

が得られな

い場合

・全対策
①利用者（自動車・歩行者等）が交通ル

ールやマナーを遵守していない

・教育・指導の強化

・広報活動

（ソフト的な改善策）

※１ 歩道設置には，「ソフト分離」（カラー舗装や幅員再配分），「歩道だまり」を含む

※２ 注意喚起には，狭さく，イメージハンプ，路面標示を含む

歩道整備基本計画

各校区について，ワークショップで議論された「対策」や「整備優先度」の検討結果を

踏まえ，歩道整備基本計画を作成した。

市全体で計画されている対策の整備箇所数は以下のとおりである。

表 整備箇所数

短期 中期 長期 合計
小張小
豊小

谷井田小
三島小
東小
板橋小
小絹小
谷原小
十和小
福岡小
市全体
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小張小学校区 歩道整備基本計画
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１  小張小学校区（伊奈中学校区）

●小張小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間は「歩道設置」を計画し，沿道に建
物が立地している区間では「カラー舗装」や「路面表示」で対応した。

●部分的に歩道が連続していない箇所について，「カラー舗装」を計画し，歩道の連続性確保
を図った。（陽光台地区等）

●農地内の通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
「路面表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小張 ，小張 ，小張
■路面表示 小張 ，小張 ，小張 ，伊奈中
■路面表示，イメージハンプ 小張 ，小張 ，小張 ，小張
■カラー舗装 小張

中期
■幅員再配分 小張
■カラー舗装 小張 ，小張 ，小張 ，小張

長期 ■歩道設置 小張 ，小張 ，小張

図 小張小学校区の位置

Ｎ

小張小
人

伊奈中
人
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小張小学校-歩道整備基本計画（案）

小張

幅員再配分
（中期）

小張

カラー舗装
（短期）

小張

歩道設置
（長期）

小張小学校

伊奈中学校

豊小学校

板橋小学校

小張

路面表示
イメージハンプ

（短期）

小張

路面表示
（短期）

小張

カラー舗装
（中期）

小張

路面表示
（短期）

小張

歩道設置
（長期）

小張

路面表示
イメージハンプ

（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

小張

路面表示
イメージハンプ

（短期）

伊奈中

路面表示
（短期）

小張

歩道設置
(長期)

小張

歩道設置
（H27年度完成予定）

小張

歩道設置
（H25年度完成予定）

小張

歩道設置
（H27年度完成予定）

小張

カラー舗装
（中期）

小張

カラー舗装
（中期）

小張

カラー舗装
（中期）

小張

路面表示
（短期）

小張

路面表示
イメージハンプ

（短期）
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１  小張小学校区（伊奈中学校区）

●小張小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間は「歩道設置」を計画し，沿道に建
物が立地している区間では「カラー舗装」や「路面表示」で対応した。

●部分的に歩道が連続していない箇所について，「カラー舗装」を計画し，歩道の連続性確保
を図った。（陽光台地区等）

●農地内の通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
「路面表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小張 ，小張 ，小張
■路面表示 小張 ，小張 ，小張 ，伊奈中
■路面表示，イメージハンプ 小張 ，小張 ，小張 ，小張
■カラー舗装 小張

中期
■幅員再配分 小張
■カラー舗装 小張 ，小張 ，小張 ，小張

長期 ■歩道設置 小張 ，小張 ，小張

図 小張小学校区の位置

Ｎ

小張小
人

伊奈中
人

豊小学校区 歩道整備基本計画
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２  豊小学校区（伊奈中学校区）

●豊小から南方へ通学路が広がっているため，このエリアに縦横の軸となる「歩道設置」及び
「カラー舗装」「幅員再配分」を計画した。

●道路幅員が十分でない区間においては「路面表示」を短期整備として計画した。
●通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道や，農地内の交差点において「イ
メージハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（完成） 豊
■カラー舗装（完成） 豊
■路面表示 伊奈中
■イメージハンプ，路面表示 豊
■イメージハンプ，路面表示，狭さく 豊
■狭さく 豊

中期
■幅員再配分 豊
■幅員再配分，カラー舗装 豊
■カラー舗装 豊 ，豊

長期
■歩道設置 豊 ，豊
■イメージハンプ，狭さく，カラー舗装 豊

図 豊小学校区の位置

Ｎ

豊小
人

伊奈中
人
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豊小学校-歩道整備基本計画

豊

カラー舗装
（H25年度完成）

豊

幅員再配分
カラー舗装
（中期）

豊

イメージハンプ
狭さく

カラー舗装
（長期）

豊

歩道設置
（長期）

豊

狭さく
（短期）

豊小学校

伊奈中学校

豊

歩道設置
（H25年度完成）

豊

カラー舗装
（中期）

豊

幅員再配分
（中期）

豊

カラー舗装
（中期）

豊

イメージハンプ
路面表示
（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

伊奈中

路面表示
（短期）

豊

路面表示
イメージハンプ

狭さく
（短期）

通学路になっている
ので先行して実施

豊 ６

歩道設置
（長期）
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２  豊小学校区（伊奈中学校区）

●豊小から南方へ通学路が広がっているため，このエリアに縦横の軸となる「歩道設置」及び
「カラー舗装」「幅員再配分」を計画した。

●道路幅員が十分でない区間においては「路面表示」を短期整備として計画した。
●通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道や，農地内の交差点において「イ
メージハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（完成） 豊
■カラー舗装（完成） 豊
■路面表示 伊奈中
■イメージハンプ，路面表示 豊
■イメージハンプ，路面表示，狭さく 豊
■狭さく 豊

中期
■幅員再配分 豊
■幅員再配分，カラー舗装 豊
■カラー舗装 豊 ，豊

長期
■歩道設置 豊 ，豊
■イメージハンプ，狭さく，カラー舗装 豊

図 豊小学校区の位置

Ｎ

豊小
人

伊奈中
人

谷井田小学校区 歩道整備基本計画
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３  谷井田小学校区（伊奈中学校区）

●谷井田小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間は「歩道設置」を計画し，沿道に
建物が立地している区間では「カラー舗装」で対応した。

●「水路の歩道橋」を計画し，安全な通学ルートの形成を図った。（ 発案）

●「歩道だまり」を２箇所で計画し，通学路と県道との交差部における，横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

●通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道において「路面表示」「イメージ
ハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■水路の歩道橋 谷井田
■歩道だまり 谷井田 ，谷井田
■幅員再配分 谷井田 ，谷井田 ，谷井田
■狭さく 谷井田 ，谷井田
■路面表示，イメージハンプ 谷井田 ，谷井田 ，谷井田
■イメージハンプ 谷井田 ，谷井田 ，谷井田

中期
■歩道設置 谷井田 ，谷井田

■カラー舗装
伊奈中 ，谷井田 ，谷井田 ，谷井田 ，谷井田

，谷井田 ，谷井田 ，谷井田 ，谷井田

長期
■歩道設置 谷井田 ，谷井田
■イメージハンプ，狭さく，
カラー舗装 谷井田

図 谷井田小学校区の位置

Ｎ

谷井田小
人

伊奈中
人
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谷井田小学校-歩道整備基本計画 （案）

谷井田

歩道設置
（中期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田

狭さく
（短期）

谷井田

歩道設置
（長期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田小学校

三島小学校

谷井田

イメージハンプ
狭さく

カラー舗装
（長期）

谷井田

歩道設置
（長期）

谷井田

歩道だまり
（短期）

谷井田

水路に歩道橋設置
（短期）

谷井田

イメージハンプ
（短期）

谷井田

イメージハンプ
（短期）

谷井田

路面表示
イメージハンプ

（短期）

谷井田

路面表示
イメージハンプ

（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

谷井田

幅員再配分
（短期）

谷井田

路面表示
イメージハンプ

（短期）

伊奈中

カラー舗装
（中期）

谷井田

イメージハンプ
（短期）

谷井田

歩道だまり
（短期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田

幅員再配分
（短期）

谷井田

幅員再配分
（短期）

谷井田

狭さく
（短期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田

カラー舗装
（中期）

谷井田

歩道設置
（中期）

谷井田

カラー舗装
（中期）
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３  谷井田小学校区（伊奈中学校区）

●谷井田小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間は「歩道設置」を計画し，沿道に
建物が立地している区間では「カラー舗装」で対応した。

●「水路の歩道橋」を計画し，安全な通学ルートの形成を図った。（ 発案）

●「歩道だまり」を２箇所で計画し，通学路と県道との交差部における，横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

●通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道において「路面表示」「イメージ
ハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■水路の歩道橋 谷井田
■歩道だまり 谷井田 ，谷井田
■幅員再配分 谷井田 ，谷井田 ，谷井田
■狭さく 谷井田 ，谷井田
■路面表示，イメージハンプ 谷井田 ，谷井田 ，谷井田
■イメージハンプ 谷井田 ，谷井田 ，谷井田

中期
■歩道設置 谷井田 ，谷井田

■カラー舗装
伊奈中 ，谷井田 ，谷井田 ，谷井田 ，谷井田

，谷井田 ，谷井田 ，谷井田 ，谷井田

長期
■歩道設置 谷井田 ，谷井田
■イメージハンプ，狭さく，
カラー舗装 谷井田

図 谷井田小学校区の位置

Ｎ

谷井田小
人

伊奈中
人

三島小学校区 歩道整備基本計画
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４  三島小学校区（伊奈中学校区）

●三島小周辺の通学路では，沿道農地区間や歩道不連続箇所において「歩道設置」を計画し
た。

●通学路のうち沿道に建物が立地している区間は「カラー舗装」を計画した。
●通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」や「路面
表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 三島 ，三島
■カラー舗装 三島 ，三島 ，三島
■路面表示，イメージハンプ 三島 ，伊奈東中
■路面表示 三島

中期 ■歩道設置 三島 ，三島
長期 ■歩道設置 三島 ，三島 ，三島

図 三島小学校区の位置

Ｎ

三島小
人

伊奈中
人
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三島小学校-歩道整備基本計画 （案）

三島

歩道設置
（長期）

三島

カラー舗装
（短期）

三島

カラー舗装
(H27年度完成予定)

三島

カラー舗装
（短期）

三島小学校

谷井田小学校

三島

路面表示
イメージハンプ

（短期）

三島

路面表示
（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

三島

歩道設置
（中期）

三島

三島

歩道設置
（長期）

三島

歩道設置
（長期）

伊奈東中

路面表示
イメージハンプ

（短期）

三島

カラー舗装
（短期）

三島 ７

歩道設置
（中期）

三島

カラー舗装
(H27年度完成予定)
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４  三島小学校区（伊奈中学校区）

●三島小周辺の通学路では，沿道農地区間や歩道不連続箇所において「歩道設置」を計画し
た。

●通学路のうち沿道に建物が立地している区間は「カラー舗装」を計画した。
●通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」や「路面
表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 三島 ，三島
■カラー舗装 三島 ，三島 ，三島
■路面表示，イメージハンプ 三島 ，伊奈東中
■路面表示 三島

中期 ■歩道設置 三島 ，三島
長期 ■歩道設置 三島 ，三島 ，三島

図 三島小学校区の位置

Ｎ

三島小
人

伊奈中
人

東小学校区 歩道整備基本計画
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５  東小学校区（伊奈東中学校区）

●東小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間は「歩道設置」を計画し，沿道に建物
が立地している区間は「カラー舗装」で対応した。

●伊奈東の通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 東 ，東
■カラー舗装，路面表示 東 ，東
■路面表示 東 ，東 ，東
■路面表示，イメージハンプ 伊奈東中
■イメージハンプ 東

中期
■歩道設置 東
■カラー舗装 東 ，東

長期 ■歩道設置 東 ，東

図 東小学校区の位置

Ｎ

東小
人

伊奈東中
人
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東小学校-歩道整備基本計画（案）

東

カラー舗装
（H26年度完成予定）

東

歩道設置
（長期）

東

カラー舗装
（中期）

東小学校

東

カラー舗装
（H27年度完成予定）

東

歩道設置
（中期）

東

路面表示
（短期）

東

路面表示
（短期）

東

カラー舗装
路面表示
（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

伊奈東中

路面表示
イメージハンプ

（短期）

東

歩道設置
（長期）

東

路面表示
（短期）

東

カラー舗装
（中期）

東小学校 周辺拡大図

東

東

東

東

東

イメージハンプ
（短期）

東

カラー舗装
路面表示
（短期）

45



５  東小学校区（伊奈東中学校区）

●東小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間は「歩道設置」を計画し，沿道に建物
が立地している区間は「カラー舗装」で対応した。

●伊奈東の通学路のうち，自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 東 ，東
■カラー舗装，路面表示 東 ，東
■路面表示 東 ，東 ，東
■路面表示，イメージハンプ 伊奈東中
■イメージハンプ 東

中期
■歩道設置 東
■カラー舗装 東 ，東

長期 ■歩道設置 東 ，東

図 東小学校区の位置

Ｎ

東小
人

伊奈東中
人

板橋小学校区 歩道整備基本計画
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６  板橋小学校区（伊奈東中学校区）

●板橋小周辺の通学路では，沿道に建物が立地している区間が多く「カラー舗装」を中心に計
画した。（事業中の「歩道設置」もあり）

●沿道がゴルフ場の通学路で，幅員が狭く自動車交通の速度抑制を図りたい区間については，
「イメージハンプ」や「路面表示」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し，通学路と県道との交差部において，横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 板橋 ，板橋
■カラー舗装（事業中） 板橋
■カラー舗装，路面表示（完成） 板橋
■歩道だまり 板橋
■カラー舗装 板橋 ，板橋 ，板橋 ，板橋
■路面表示，イメージハンプ 板橋 ，伊奈東中

中期

■歩道設置 板橋 ，板橋
■カラー舗装 板橋
■カラー舗装，幅員再配分 板橋
■カラー舗装，路面表示 板橋

長期 ■カラー舗装，幅員再配分 板橋 ，板橋 ，板橋

図 板橋小学校区の位置

Ｎ

板橋小
人

伊奈東中
人
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板橋小学校-歩道整備基本計画

板橋

カラー舗装
（短期）

板橋

歩道設置
（H27年度完成予定）

板橋

歩道設置
（中期）

板橋

路面表示
イメージハンプ

（短期）

板橋

歩道設置
（中期）

板橋小学校

伊奈東中学校

小張小学校

板橋

カラー舗装
幅員再配分
（長期）

板橋

カラー舗装
路面表示
（H25年度完成） 板橋

幅員再配分
カラー舗装
（中期）

伊奈東中

路面表示
イメージハンプ

（短期）

板橋

カラー舗装
路面表示
（中期）

板橋

歩道だまり
（短期）

板橋

カラー舗装
（短期）

板橋

カラー舗装
（中期）

板橋

カラー舗装
（H26年度完成予定）

板橋

歩道設置
（H27年度完成予定）

現在交通規制あり

板橋

カラー舗装
（短期）

板橋

カラー舗装
（短期）

板橋

カラー舗装
幅員再配分
（長期）

板橋

カラー舗装
幅員再配分
（長期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校
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６  板橋小学校区（伊奈東中学校区）

●板橋小周辺の通学路では，沿道に建物が立地している区間が多く「カラー舗装」を中心に計
画した。（事業中の「歩道設置」もあり）

●沿道がゴルフ場の通学路で，幅員が狭く自動車交通の速度抑制を図りたい区間については，
「イメージハンプ」や「路面表示」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し，通学路と県道との交差部において，横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 板橋 ，板橋
■カラー舗装（事業中） 板橋
■カラー舗装，路面表示（完成） 板橋
■歩道だまり 板橋
■カラー舗装 板橋 ，板橋 ，板橋 ，板橋
■路面表示，イメージハンプ 板橋 ，伊奈東中

中期

■歩道設置 板橋 ，板橋
■カラー舗装 板橋
■カラー舗装，幅員再配分 板橋
■カラー舗装，路面表示 板橋

長期 ■カラー舗装，幅員再配分 板橋 ，板橋 ，板橋

図 板橋小学校区の位置

Ｎ

板橋小
人

伊奈東中
人

小絹小学校区 歩道整備基本計画
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７  小絹小学校区（小絹中学校区）

●小絹小及び小絹中周辺の通学路は住宅地の中にあり，街区を形成する外周道路の歩道は整備
済みであるが，国道・県道等の渋滞回避のため生活道路へ通過交通が流入する等の問題があ
り， 年度より警察が「ゾーン 」に着手する。

●歩道未整備の通学路がある状況を踏まえ，沿道に建物が立地している区間において「カラー
舗装」や「イメージハンプ」「狭さく」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し，通学路と１級市道との交差部において，横断待ちの歩行
者の安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小絹
■カラー舗装，路面表示（完成） 小絹
■カラー舗装 小絹
■路面表示，カラー舗装 小絹
■路面表示 小絹 ，小絹
■イメージハンプ，路面表示 小絹
■狭さく 小絹 ，小絹
■イメージハンプ 小絹

中期
■歩道設置 小絹
■歩道だまり 小絹
■カラー舗装 小絹 ，小絹 ，小絹 ，小絹

長期 ■歩道設置 小絹

図 小絹小学校区の位置

Ｎ

小絹小
人

小絹中
人
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小絹小学校-歩道整備基本計画

小絹

歩道設置
（H27年度完成予定)

小絹

カラー舗装
路面表示
（H25年度完成)

小絹

カラー舗装
（中期）

小絹

カラー舗装
（中期）

小絹

カラー舗装
（中期）

小絹小学校

小絹中学校

小絹

イメージハンプ
（短期）

小絹

路面表示
カラー舗装
（短期）

小絹

イメージハンプ
路面表示
（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

小絹

路面表示
（短期）

小絹

狭さく
（短期）

小絹

歩道設置
（長期）

小絹

歩道だまり
（中期）

ゾーン３０
一部Ｈ25年度着手

小絹

カラー舗装
(短期)

小絹

歩道設置
（中期）

小絹

路面表示
（短期）

小絹

カラー舗装
（中期）

小絹

狭さく
（短期）
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７  小絹小学校区（小絹中学校区）

●小絹小及び小絹中周辺の通学路は住宅地の中にあり，街区を形成する外周道路の歩道は整備
済みであるが，国道・県道等の渋滞回避のため生活道路へ通過交通が流入する等の問題があ
り， 年度より警察が「ゾーン 」に着手する。

●歩道未整備の通学路がある状況を踏まえ，沿道に建物が立地している区間において「カラー
舗装」や「イメージハンプ」「狭さく」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し，通学路と１級市道との交差部において，横断待ちの歩行
者の安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小絹
■カラー舗装，路面表示（完成） 小絹
■カラー舗装 小絹
■路面表示，カラー舗装 小絹
■路面表示 小絹 ，小絹
■イメージハンプ，路面表示 小絹
■狭さく 小絹 ，小絹
■イメージハンプ 小絹

中期
■歩道設置 小絹
■歩道だまり 小絹
■カラー舗装 小絹 ，小絹 ，小絹 ，小絹

長期 ■歩道設置 小絹

図 小絹小学校区の位置

Ｎ

小絹小
人

小絹中
人

谷原小学校区 歩道整備基本計画
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８  谷原小学校区（谷和原中学校区）

●谷原小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間で「歩道設置」を計画し，沿道に建
物が立地している区間は「カラー舗装」「路面表示」や「イメージハンプ」「狭さく」で対
応した。

●沿道農地の通学路のうち，水路に蓋掛けして歩道空間を生み出すことが可能な区間において
「幅員再配分」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■幅員再配分 谷和原中

■カラー舗装
谷原 ，谷原 ，谷原 ，谷原 ，
谷原 ，谷原

■路面表示 谷和原中

中期

■カラー舗装 谷和原中 ，谷原 ，谷原
■幅員再配分 谷和原中
■幅員再配分，カラー舗装 谷原
■カラー舗装，イメージハンプ，狭さ
く

谷原

長期 ■歩道設置 谷原

図 谷原小学校区の位置

Ｎ

谷原小
人

谷和原中
人
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谷原小学校-歩道整備基本計画 （案）

谷原

カラー舗装
イメージハンプ

狭さく
（中期）

豊小学校

伊奈中学校

小張小学校

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

谷和原中

路面表示
（短期）

谷原

カラー舗装
（中期）

谷原小学校

谷和原中学校

谷原

カラー舗装
（短期）

谷和原中 ２

幅員再配分
（短期）

谷原

カラー舗装
（短期）

谷原

歩道設置
（長期）

谷和原中

カラー舗装
（中期）

谷原

幅員再配分
カラー舗装
（中期）

谷和原中

幅員再配分
（中期）

谷原

カラー舗装
（中期）

谷原

カラー舗装
（短期）

谷原

カラー舗装
（短期）

谷原

カラー舗装
（短期）

谷原

カラー舗装
（短期）
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８  谷原小学校区（谷和原中学校区）

●谷原小周辺の通学路の指定状況を踏まえ，沿道農地区間で「歩道設置」を計画し，沿道に建
物が立地している区間は「カラー舗装」「路面表示」や「イメージハンプ」「狭さく」で対
応した。

●沿道農地の通学路のうち，水路に蓋掛けして歩道空間を生み出すことが可能な区間において
「幅員再配分」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■幅員再配分 谷和原中

■カラー舗装
谷原 ，谷原 ，谷原 ，谷原 ，
谷原 ，谷原

■路面表示 谷和原中

中期

■カラー舗装 谷和原中 ，谷原 ，谷原
■幅員再配分 谷和原中
■幅員再配分，カラー舗装 谷原
■カラー舗装，イメージハンプ，狭さ
く

谷原

長期 ■歩道設置 谷原

図 谷原小学校区の位置

Ｎ

谷原小
人

谷和原中
人

十和小学校区 歩道整備基本計画
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９  十和小学校区（谷和原中学校区）

●十和小東側通学路のうち，主に幹線道路として利用される部分に関して「歩道設置」「カラ
ー舗装」を計画した。また交通量の少ない路線に関しては「路面表示」を計画した。

●十和小西側通学路では，「イメージハンプ」や「路面表示」を計画し速度抑制を図った。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 十和
■カラー舗装，路面表示 十和
■路面表示 十和 ，十和 ，十和
■イメージハンプ 十和 ，十和

中期
■歩道設置 十和 ，十和 ，十和
■カラー舗装 十和 ，十和 ，十和
■幅員再配分，カラー舗装，狭さく 十和

長期 ■幅員再配分 谷和原中

図 十和小学校区の位置

Ｎ

十和小
人

谷和原中
人
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十和小学校-歩道整備基本計画 （案）

十和

カラー舗装
（中期）

十和

カラー舗装
（中期）

十和小学校

福岡小学校

十和

歩道設置
（H27年度完成予定）

十和

イメージハンプ
（短期）

十和

イメージハンプ
（短期）

十和

イメージハンプ
（短期）

十和

イメージハンプ
（短期）

十和

路面表示
（短期）

十和

路面表示
（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

十和

路面表示
（短期）

十和

カラー舗装
路面表示
（短期）

十和

幅員再配分
カラー舗装
狭さく
（中期）

十和

歩道設置
（中期）

谷和原中

幅員再配分
（長期）

十和

歩道設置
（中期）

十和

歩道設置
（中期）十和

カラー舗装
（中期）
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９  十和小学校区（谷和原中学校区）

●十和小東側通学路のうち，主に幹線道路として利用される部分に関して「歩道設置」「カラ
ー舗装」を計画した。また交通量の少ない路線に関しては「路面表示」を計画した。

●十和小西側通学路では，「イメージハンプ」や「路面表示」を計画し速度抑制を図った。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 十和
■カラー舗装，路面表示 十和
■路面表示 十和 ，十和 ，十和
■イメージハンプ 十和 ，十和

中期
■歩道設置 十和 ，十和 ，十和
■カラー舗装 十和 ，十和 ，十和
■幅員再配分，カラー舗装，狭さく 十和

長期 ■幅員再配分 谷和原中

図 十和小学校区の位置

Ｎ

十和小
人

谷和原中
人

福岡小学校区 歩道整備基本計画
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１０  福岡小学校区（谷和原中学校区）

●福岡小より北側の通学路は住宅地の中にあり沿道に建物が立地しているため，「カラー舗
装」や「路面表示」を中心に計画した。

●福岡小より南側の通学路では，１級市道と重複する区間は「歩道設置」や「幅員再配分」
「カラー舗装」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 福岡
■路面表示（完成） 福岡
■路面表示，イメージハンプ 福岡
■カラー舗装，路面表示，イメージハンプ 福岡
■カラー舗装，狭さく，路面表示 福岡
■カラー舗装，路面表示 福岡 ，福岡

中期
■カラー舗装 福岡
■幅員再配分，カラー舗装 福岡 ，福岡 ，福岡

長期 ■歩道設置 福岡 ，福岡 ，福岡

図 福岡小学校区の位置

Ｎ

福岡小
人

谷和原中
人
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福岡小学校-歩道整備基本計画

福岡

カラー舗装
（中期）

福岡

歩道設置
（長期）

福岡 ９

歩道設置
（H27年度完成予定)

福岡小学校

福岡

路面表示
（H25年度完成)

福岡

カラー舗装
路面表示

イメージハンプ
（短期）

福岡

路面表示
イメージハンプ

（短期）

凡例

＜整備方針＞

歩道

注意喚起（路側帯のカラー舗装）

注意喚起

（ハンプ・狭さく、路面標示 ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ等 等）

＜その他＞

都市計画道路

歩道あり 片側・両側

小学校の校区界

高速道路

鉄道（つくばエクスプレス）

小学校

中学校

福岡

幅員再配分
カラー舗装
（中期）

福岡

カラー舗装
路面表示
（短期）

福岡

カラー舗装
狭さく

路面表示
（短期）

福岡

幅員再配分
カラー舗装
（中期）

福岡

幅員再配分
カラー舗装
（中期）

福岡

歩道設置
（長期）

福岡

歩道設置
（長期）

福岡

カラー舗装
路面表示
（短期）
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１０  福岡小学校区（谷和原中学校区）

●福岡小より北側の通学路は住宅地の中にあり沿道に建物が立地しているため，「カラー舗
装」や「路面表示」を中心に計画した。

●福岡小より南側の通学路では，１級市道と重複する区間は「歩道設置」や「幅員再配分」
「カラー舗装」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 福岡
■路面表示（完成） 福岡
■路面表示，イメージハンプ 福岡
■カラー舗装，路面表示，イメージハンプ 福岡
■カラー舗装，狭さく，路面表示 福岡
■カラー舗装，路面表示 福岡 ，福岡

中期
■カラー舗装 福岡
■幅員再配分，カラー舗装 福岡 ，福岡 ，福岡

長期 ■歩道設置 福岡 ，福岡 ，福岡

図 福岡小学校区の位置

Ｎ

福岡小
人

谷和原中
人

全体概算工事費

本計画の対策実施に要する概算工事費を以下に示す。

表 概算工事費

※概算工事費の算出においては，測量費・設計費・用地費等は含まれず，工事に係る費用となる。

工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数

小張小

豊小

谷井田小

三島小

小　計

東小

板橋小

小　計

小絹小

小　計

谷原小

十和小

福岡小

小　計

伊
奈
中
区

伊
奈
東
中
区

小
絹
中
区

谷
和
原
中
区

合計

学校区

短期 中期 長期 合計
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全体概算事業費

本計画の対策実施に要する概算事業費を以下に示す。

表 概算事業費

※歩道整備の概算事業費には，工事費の他，以下の用地費，補償費，測量・設計費を計上した。

※また，カラー舗装に関しては約 年ごとにメンテナンスコストを計上する必要がある。

（本概算事業費には計上していない）

本計画において，短期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

中期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

長期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数

小張小

豊小

谷井田小

三島小

小　計

東小

板橋小

小　計

小絹小

小　計

谷原小

十和小

福岡小

小　計

伊
奈
中
区

伊
奈
東
中
区

小
絹
中
区

谷
和
原
中
区

合計

学校区

短期 中期 長期 合計
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つくばみらい市 歩道整備基本計画（資料編）つくばみらい市 歩道整備基本計画（資料編）



全体概算事業費

本計画の対策実施に要する概算事業費を以下に示す。

表 概算事業費

※歩道整備の概算事業費には，工事費の他，以下の用地費，補償費，測量・設計費を計上した。

※また，カラー舗装に関しては約 年ごとにメンテナンスコストを計上する必要がある。

（本概算事業費には計上していない）

本計画において，短期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

中期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

長期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数

小張小

豊小

谷井田小

三島小

小　計

東小

板橋小

小　計

小絹小

小　計

谷原小

十和小

福岡小

小　計

伊
奈
中
区

伊
奈
東
中
区

小
絹
中
区

谷
和
原
中
区

合計

学校区

短期 中期 長期 合計

１ 歩道整備基本計画 検討の流れ

歩道整備基本計画の検討にあたって，市が考える歩道整備基本計画（素案）（※以下計

画（素案）と略する）について専門家の助言，及び関係機関や住民代表による意見を取り

入れるため，策定委員会を立ち上げた。

また，市が考える計画（素案）に，市民目線の意見を広く取り入れるためにワークショ

ップを開催し，パブリックコメントを経て，歩道整備基本計画（最終案）とした。

策定委員会

学識者 歩道整備の専門家 を委員長として，市議会議長 ，常総警察署の代表者，土浦土

木事務所の代表者，市立小学校又は市立中学校の校長又は教頭，市立小学校又は市立中学

校のＰＴＡの代表者，副市長，教育長などで構成。

ワークショップ（ＷＳ）

小中学校ごとに学校関係者 校長・教頭 ， 代表者，地区行政協力員，地区民生委員

の方々に委員をお願いし，延べ 人が出席。

２ 策定委員会，ワークショップ開催概要

２ １ 策定委員会 開催概要

 第 回策定委員会 平成 年 月 日 開催

第１回策定委員会では，市が考える計画 素案 の検討経緯と整備方針について説明を

行い，この計画（素案）について市民の意見を取り入れるため，小中学校単位のワーク

ショップを実施することについて承認を得た。

検討事項

 つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会の進め方について

 つくばみらい市歩道整備基本計画（素案）について

・計画概要

・歩道整備の必要性

・整備優先度の考え方

・整備方針

・歩道整備基本計画 素案

 質疑

出席者 １８名

検討風景
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 第２回策定委員会（平成 年 月 日 開催）

第２回策定委員会では，ワークショップの検討結果をとりまとめた歩道整備基本計画

（ 案）を基に，市が 小学校区単位に再編した歩道整備基本計画 案 を提示し，そ

の内容について審議し，承認を得た。

検討事項

 検討経緯と今後のスケジュールについて

 第１回策定委員会の振り返りについて

・第１回策定委員会議事録

・対応方針

 第１回～第３回ＷＳの振り返りについて

 歩道整備基本計画（案）について

 質疑

出席者 ２１名

検討風景

 第３回策定委員会（平成 年 月 日 開催）

第３回策定委員会では，パブリックコメントの結果報告と計画（案）に整備の効果検

証を行ない定期的な見直しを図っていくという考えを追加し，歩道整備基本計画 最終

案 として審議し，承認を得た。

検討事項

 パブリックコメントの結果報告について

 歩道整備基本計画 最終案 について

 質疑

出席者 ２０名

検討風景
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 第２回策定委員会（平成 年 月 日 開催）

第２回策定委員会では，ワークショップの検討結果をとりまとめた歩道整備基本計画

（ 案）を基に，市が 小学校区単位に再編した歩道整備基本計画 案 を提示し，そ

の内容について審議し，承認を得た。

検討事項

 検討経緯と今後のスケジュールについて

 第１回策定委員会の振り返りについて

・第１回策定委員会議事録

・対応方針

 第１回～第３回ＷＳの振り返りについて

 歩道整備基本計画（案）について

 質疑

出席者 ２１名

検討風景

 第３回策定委員会（平成 年 月 日 開催）

第３回策定委員会では，パブリックコメントの結果報告と計画（案）に整備の効果検

証を行ない定期的な見直しを図っていくという考えを追加し，歩道整備基本計画 最終

案 として審議し，承認を得た。

検討事項

 パブリックコメントの結果報告について

 歩道整備基本計画 最終案 について

 質疑

出席者 ２０名

検討風景

２ ２ ワークショップ開催概要

 第１回ワークショップ 開催概要

第１回ワークショップでは，計画 素案 について説明した上で，それを基に市民目線

から危険箇所の抽出・及び対策案についての意見交換を行った。また，第２回ワークシ

ョップで実際にまちあるき（危険箇所及び対策案の現地確認）を実施する箇所の選定を

行った。

検討事項

 全体のスケジュールについて

 歩道整備基本計画について

・整備メニューの説明

・歩道整備基本計画 素案 の説明

 グループワーク① 歩道整備基本計画 素案 について

・グループワークのやり方の説明

・歩道整備基本計画 主に対策案 についての意見交換

 グループワーク② まちあるきについて

・まちあるきポイントの説明，まちあるき箇所の選定

出席者

検討風景

実施概要 参加者

伊奈中エリア
9月17日(火)

伊奈庁舎（第1・2会議室）

・小張小
・豊小
・谷井田小
・三島小
・伊奈中

25名

伊奈東中エリア
9月18日(水)

板橋コミュニティセンター

・東小
・板橋小
・伊奈東中

14名

小絹中エリア
9月20日(金)

小絹コミュニティセンター
・小絹小
・小絹中 9名

谷和原中エリア
9月19日(木)

谷和原庁舎（第2会議室）

・谷原小
・十和小
・福岡小
・谷和原中

19名

谷和原中エリア

計画（素案）を元に意見交換

伊奈東中エリア

小絹中エリア
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 第２回ワークショップ 開催概要

第２回ワークショップでは，第１回ワークショップの検討結果を踏まえ，市民と市職

員が共同して現地のまちあるきを実施し，問題点を確認した上で，対策案の再検討を行

った。

検討事項

 まちあるきを実施

 まちあるきを踏まえた意見交換を実施

出席者

検討風景

実施概要 参加者

伊奈中エリア

10月3日(木) 小張小 5名
10月1日(火) 豊小 4名
10月3日(木) 谷井田小 4名
10月9日(水) 三島小 5名
10月2日(水) 伊奈中 5名

伊奈東中エリア

10月7日(月) 東小 4名
10月7日(月) 板橋小 4名
10月2日(水) 伊奈東中 5名

小絹中エリア
10月4日(金) 小絹小 4名
10月4日(金) 小絹中 5名

谷和原中エリア

10月3日(木) 谷原小 5名
10月8日(火) 十和小 5名
10月2日(水) 福岡小 5名
10月8日(火) 谷和原中 5名

豊小学校

小絹中学校

板橋小学校

伊奈中学校
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 第２回ワークショップ 開催概要

第２回ワークショップでは，第１回ワークショップの検討結果を踏まえ，市民と市職

員が共同して現地のまちあるきを実施し，問題点を確認した上で，対策案の再検討を行

った。

検討事項

 まちあるきを実施

 まちあるきを踏まえた意見交換を実施

出席者

検討風景

実施概要 参加者

伊奈中エリア

10月3日(木) 小張小 5名
10月1日(火) 豊小 4名
10月3日(木) 谷井田小 4名
10月9日(水) 三島小 5名
10月2日(水) 伊奈中 5名

伊奈東中エリア

10月7日(月) 東小 4名
10月7日(月) 板橋小 4名
10月2日(水) 伊奈東中 5名

小絹中エリア
10月4日(金) 小絹小 4名
10月4日(金) 小絹中 5名

谷和原中エリア

10月3日(木) 谷原小 5名
10月8日(火) 十和小 5名
10月2日(水) 福岡小 5名
10月8日(火) 谷和原中 5名

豊小学校

小絹中学校

板橋小学校

伊奈中学校

 第３回ワークショップ 開催概要

第３回ワークショップでは，第１回・第２回ワークショップの意見・検討結果を整理

した上で，各対策案の整備優先度について意見交換をし，優先順位を決めた。

以上，全３回のワークショップで検討された結果は，歩道整備基本計画 案 として

とりまとめた。

検討事項

 全体のスケジュールについて 確認

 第 回・第 回 の結果報告について

・各 の実施概要説明

・新たに提案された整備メニューの説明

 グループワーク 歩道整備基本計画 案 について

・第 回・第 回 の振り返り

・歩道整備基本計画（主に整備優先度）についての意見交換

出席者

検討風景

実施概要 参加者

伊奈中エリア
11月11日(月)
伊奈公民館

(2階大ホール)

・小張小
・豊小
・谷井田小
・三島小
・伊奈中

23名

伊奈東中エリア
11月12日(火)

板橋コミュニティセンター

・東小
・板橋小
・伊奈東中

13名

小絹中エリア
11月14日(木)

小絹中学校(2階会議室)
・小絹小
・小絹中 9名

谷和原中エリア
11月18日(月)
谷和原庁舎

（第1・2会議室）

・谷原小
・十和小
・福岡小
・谷和原中

20名

谷和原中エリア伊奈東中エリア

小絹中エリア伊奈中エリア
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３ つくばみらい市歩道整備基本計画 策定委員会 設置要綱

つくばみらい市告示第１４７号

つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会要綱を次のように定める。

平成２５年８月２１日

つくばみらい市長 片 庭 正 雄

つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会要綱

（開催）

第１条 つくばみらい市歩道整備基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するに当たり，広

く意見を求めるため，つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会（以下委員会」という。）を

開催する。

（検討事項）

第２条 委員会は，次に掲げる事項を検討する。

（１） 歩行空間の改善及び創出に関する事項

（２） 基本計画に関する事項

（３） その他市長が必要と認める事項

（組織）

第３条 委員会は，委員２５人以内で組織する。

２ 委員は，学識経験を有する者のほか，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱し，又は任命する。

（１） 市議会議長

（２） 常総警察署を代表する者

（３） 土浦土木事務所を代表する者

（４） 副市長

（５） 教育長

（６） 市立小学校又は市立中学校の校長又は教頭

（７） 市立小学校又は市立中学校のＰＴＡを代表する者

（８） 前各号に掲げる者のほか，市長が特に必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は，委嘱又は任命の日から基本計画の策定が終了する日までとする。

（委員長）

第５条 委員会に，委員長を置く。

２ 委員長は，学識経験を有する者をもって充てる。

３ 委員長は，委員会の会務を総理し，委員会を代表する。
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３ つくばみらい市歩道整備基本計画 策定委員会 設置要綱

つくばみらい市告示第１４７号

つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会要綱を次のように定める。

平成２５年８月２１日

つくばみらい市長 片 庭 正 雄

つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会要綱

（開催）

第１条 つくばみらい市歩道整備基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するに当たり，広

く意見を求めるため，つくばみらい市歩道整備基本計画策定委員会（以下委員会」という。）を

開催する。

（検討事項）

第２条 委員会は，次に掲げる事項を検討する。

（１） 歩行空間の改善及び創出に関する事項

（２） 基本計画に関する事項

（３） その他市長が必要と認める事項

（組織）

第３条 委員会は，委員２５人以内で組織する。

２ 委員は，学識経験を有する者のほか，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱し，又は任命する。

（１） 市議会議長

（２） 常総警察署を代表する者

（３） 土浦土木事務所を代表する者

（４） 副市長

（５） 教育長

（６） 市立小学校又は市立中学校の校長又は教頭

（７） 市立小学校又は市立中学校のＰＴＡを代表する者

（８） 前各号に掲げる者のほか，市長が特に必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は，委嘱又は任命の日から基本計画の策定が終了する日までとする。

（委員長）

第５条 委員会に，委員長を置く。

２ 委員長は，学識経験を有する者をもって充てる。

３ 委員長は，委員会の会務を総理し，委員会を代表する。

４ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

（会議）

第６条 委員会の会議は，委員長が招集し，その議長となる。

２ 委員会は，必要があると認めるときは，会議に委員以外の者の出席を求め，意見若しくは説明

を聴き，又は委員以外の者に対し，資料の提出を求めることができる。

（庶務）

第７条 委員会の庶務は，建設課において処理する。

（補則）

第８条 この告示に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が委員会に諮っ

て定める。

附 則

この告示は，公布の日から施行する。
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つくばみらい市歩道整備基本計画 ワークショップ委員

地区 学校 役職 地区 学校 役職

伊奈中

学校区

伊奈中学校

学校長

伊奈東中

学校区

伊奈東中学校

学校長

教頭 教頭

会長 会長

民生委員 民生委員

民生委員 民生委員

小張小学校

学校長

東小学校

学校長

会長 会長

行政協力員 行政協力員

民生委員 民生委員

民生委員 民生委員

豊小学校

学校長

板橋小学校

学校長

会長 会長

行政協力員 行政協力員

民生委員 民生委員

民生委員 民生委員

谷井田小学校

学校長

会長

行政協力員

民生委員

民生委員

三島小学校

学校長

会長

行政協力員

民生委員

民生委員
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地区 学校 役職 地区 学校 役職

谷和原中

学校区

谷和原中学校

学校長

小絹中

学校区

小絹中学校

学校長

教頭 教頭

会長 会長

民生委員 民生委員

民生委員 民生委員

谷原小学校

学校長

小絹小学校

学校長

会長 会長

行政協力員 行政協力員

民生委員 民生委員

民生委員 民生委員

十和小学校

学校長

会長

行政協力員

民生委員

民生委員

福岡小学校

学校長

会長

行政協力員

民生委員

民生委員
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